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永井 環境（ドイツ語のUmwelt）の概念をどのようにお考えですかc
ミダル　　環境の問題は、この観念が提起するあらゆる問題からして考えることができなけ
　　　ればならないでしょう。というのは、たいていの場合、この観念は、人間の支配
　　　に対する自然の一種の防御として理解されているからです。この出発点からして
　　　すでに、すべてが損なわれており、それゆえに私はこの（環境という）用語に少
　　　し違和感を感じるのです、というのも、世界の問題を考えるか、ニーチェが「ニ
　　　ヒリズム」と呼び、ハイデガーが「技術」と呼んだもの、あるいは私が「死せる
　　　世界の伝説」と呼びたいものが、初めからうまく立てられていない問いの根源に
　　　あるのはいかにしてかを考えようとするか、いずれかに成功せねばならないから
　　　です。なぜなら、私たちはこの「死せる世界の伝説」に、あるいは少なくとも私
　　　がこの言葉で名指すものに徴づけられた時代に生きているのであり、この「死せ
　　　る世界の伝説」は、それによれば世界は死んでおり、生ける何ものもないような
　　　イデオロギーを示しているからです。例えば、河はもはやヘルダーリンが示すよ
　　　うな詩の場所ではないし、樹はもはや詩人に涙を流させうるようなものではあり
　　　ません。リルケが住んでいた家で樹が切られたとき、彼は恐ろしく不幸になり、
　　　TIF．に絶望したと伝えられていること、あるいはまた、ヴァレリーがリルケを彼の
　　　家に訪問しようとしたとき、リルケが一本の樹を植えたことを知る必要がありま
　　　す。リルケが植えたこの樹は、CO2の産出が様々な問題を回避するために十分で
　　　あることを確証するべく、森の中の環境の保全を全面的に管理しつっ組織的に行
　　　ったがために植えられた樹とは同じものではありませんuですから私にとっては、
　　　このように立てられた環境問題は、この観念の根底において問題となっているも
　　　のを根本的に考えさせてはくれないものなのです。
　　　　以ヒのことをさらに明らかにするために、「死せる世界の伝説」の問いをさらに
　　　掘り下げてみたいと思います。と言いますのは、私がユ4，5歳で、〔リセの〕科
　　　学と陸上生物の第4学級にいたとき、生物とは何かを私たちに見せるために白ネ
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La　interview　sur　la　philosophie　de　l，envionnement
Fabrice　Midal
Interviewer：Shin　Nagai
Traducteur：Shin　Nagai
．Nagai 　Comment　entendez－vous　le　concept　d’environnement（ce　que　les　al］emands　appellent
Umwe／t）？
Midal 　　La　question　de　1’environnement，　il　faudrait　r6ussir　a　la　penser　a　partir　de　tous　les
problemes　que　la　notion　pose，　parce　qu’on　1’entend　quasiment　comme　une　sorte　de
defense　de　la　nature　devant　Femprise　de　Fhomme．　Des　ce　point　de　depart　Ia，　tout　est
manqu6，　et　c’est　poul4　cela　que　je　suis　un　peu　mal　a　l’aise　avec　ce　terme，　parce　qu’il
faudrait　r6ussir　a　penser　soi川a　question　du　monde，　soit　essayer　de　penser　comment　ce
que　Nietzsche　appe1［e〈《nihilisme＞＞，　ce　que　Heidegger　appelle　la＜＜technique＞＞，　ou　ce　que
j’aimerai　appeler《da　legende　du　monde　nlorい）est　a　la　racine　de　la　question　qui　est
d’embiee　mal　posee．　Parce　que　nous　vivons　dans　un　temps　qui　est　marque　par　cette
〈degende　du　monde　mort）〉，　ou　du　moins，　ce　que　je　d6nomme　moi　de　ce　terme－la，　et　qui
designe　l’id6010gie　selon　laquelle　Ie　monde　est　mort　et　qu’il　n’y　a　rien　de　vivant．　Par
exemple，　un　fleuve　n’est　plus　le　lieu　d’un　poさme　comme　le　rnontrait　H61derlin，　un　arbre
n’ ?唐煤@plus　ce　qui　peut　causer　jes　larmes　d’un　poさte（il　faut　savoir　que　quand　on　a　coup6　un
arbre　dans　la　maison　qu’habitait　Riike，　on　raconte　qu’il　6tait　terriblement　malheureux，
proprement　d6sesp6re），　ou　encore　que　quand　Va16ry　a　voulu　rencontrer　Rilke　pour　venir
le　saluer　dans　sa　maison，　Rilke　a　plant6　un　arbre．　Cet　arbre－la，　que　plante　Rilke，　n’est　pas
le　mξme　que　celui　quうon　plante　parce　qu’on　a　organis6　en　96rant　de　maniさre　totale［es
r（…serves　de　］1environnement　dans　la　foret　pour　etre　sOr　que　la　production　de　CO2　sera
suffisante　pour　6viter　tel　ou　tel　problさme、　etc＿Telle　qu’elle　est　pos6e，　ia　question　de
l’environnement　est　donc　pour　moi　une　question　qui　ne　permet　pas　de　penser　en　son　fbnd
ce　dont　il　est　question　dans　le　fond　de　cette　notion　la．
　　Je　voudrais　pour　expliciter　cela　creuser　plus　avant　la　question　de　＜＜la　l6gende　du
monde　morい〉，　parce　que　quand　j’avais　140u　15ans　et　que　j’etais　en　4e，　en　classe　de
sciences　et　vie　de　laterre，　pour　nous　monter　ce　qu’est　le　vivant，　on　nous　donnait　une
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ズミが与えられ、生命とは何かを見せるべくその動物を解剖させられたのです，
しかし私たちはそのようにして生物というものに入っていけるものでしょうか？
さらにラディカルに言えば、私たちが今口その中にいる世界には、あなたが「環
境」と呼ぶものが何であるか、また何であり得るかを理解することの不可能性が
あるのではないでしょうか、「死せる世界の伝説」とは、ですから、世界は完全に
死せるものであり、人間が「自然全体の主人と所有者」になるというデカルト的
な企図のなかで人間存在の制御によって完全に支配されるものだということを子
供の時から教えるあのイデオロギー的な伝説なのです，ですから私はここからし
てはその〔環境の〕問題に関して何も理解できないと思います［／
　もうひとつの問題は、ローカルなものと普遍的なものとの関連の問題で、これは、
環境の問題が場所の問題を考えることを妨げているものです一t西洋は、ローカル
なものと普遍的なものを対立させてきて、これらの問題がうまくいかないために、
この〔両者の〕連関の問題を考えるに到りません。私が思うに、これらの観念が、
形而上学的なものであるために、いかにローカルなものが普遍的なものの対立で
はないのかを私たちに十分徹底して理解させてくれないのかを十分に徹底的に考
えたのは残念ながらハイデガーだけです一／うまく定式化できないのですが、いか
にしてローカルなものがそこから普遍的なものが現れる空間そのものなのかとい
うことを言うことができなければならないでしょう。ここでもまた、おそらく詩
人たちだけが、このことを理解する〔聞く〕ことを私たちに教えることができる
でしょう。その本当の言葉で書く詩人は例えばバウル・ツェランですp彼は、彼
の家族を死に至らしめた死刑執行人たちの言語であるドイツ語で書くのですが、
彼はドイツ語に属しているのであり、彼の唯一の住処は言語なのです。それはひ
とりのユダヤ人にとって、追放、言語を考える深淵的な考え方です＿。
　住処としての言語、そこからして彼はあらゆる存在に対して語ることができますc
もし私たちがいかなる言語も語らないとしたら、もし私たちが「詩人としてもは
やどこにも住んでいない」としたら、私たちはいかにして何であれ何らかのもの
に関わりうるでしょうか？したがって私は、「死せる世界の伝説」と「U一カルな
ものと普遍的なものとの対立」は環境の問いを聴取不可能なものにすると思いま
す。自然とは何か、ローカルなものとは何か、生物とは何かを考え直さねばなら
ないでしょう。これがあなたの質問そのものが呼び起こす諸々の問いです。
永井 それではあなたは私たちにハイデガーの視点からお答えになる訳ですね？
ミダル　　そうです。おそらくハイデガーの視点からですが、私はあなたにリルケのもので
　　　もありうる視点からもお答えしています。私がハイデガーを奉じているにしても、
　　　それはリルケやニーチェ、あるいは仏教を奉じている以上にそうであるわけでは
　　　ないでしょう。
永井 ではそれはあなた〔自身〕の視点なのですね。
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souris　bianche　pour　faire　une　dissection　de　cette　animal　anll　de　nous　montrer　ce　qピest　la
vie．　Alors，　est－ce　que　par　lti　nous　entrons　dans　ce　qu「est｜e　vivant？Est－ce　qu’il　n’y　pas
plus　radicalement　une　i．mpossibilit6　dans　le　monde　o［l　nous　sommes　aしljourd’hui
d’entendre　ce　qu’est　ou　ce　que　pourrait　etre　ce　qしle　vous　apPelez＜＜environnement＞＞？
　　La　＜＜16gende　du　monde　mort＞），　c’est　donc　cette　l6gende　id6010gique　par　laquel］e　on
nous　apPrend，　depuis　qu’on　est　petit，　que　le　monde　est　enti6rement　mort　et　qu’il　est
entiさrement　domine　par　la　maitrise　de　l’etre　humain　dans　le　projet　cart6sien　que　Fhomme
devienne　＜＜comme　maitre　et　possesseur　de　la　nature　＞＞tout　entiさre．　Je　crois　donc　qu’on
n’entendra　riell　i　cette　question－la　a　partirde　la．
　　L’autre　probleme、　c’est　celui　de　1’articutation　entre　le　local　et　1’universel，　qui　fait　que
la　question　de　1’environnement　empeche　de　penser　la　question　du　lieu．　VOccident
n’arrive　pas　a　penser　la　question　de　cette　articulation　parce　qu’on　a　opPose　le　local　et
1’universel，　et　que　ces　questions　ia　ne　x・’ont　pas．　Je　crois　qu’il　n’y　a　malheureusement　que
Heidegger　qui　a　pense　assez　radicalement　comment　ces　notions－1a，　en　etant
m6taphysiques，　ne　nous　permettent　pas　assez　radicalement　d’entendre　comment　le　local
nゴest　pas　1’oppos6　de　1’universel．　J’ai　du　mal　a　formuler　cela，　mais　il　faudrait　pouvQir
dire　comment　le　local　est　1’espace　meme　a　partir　duquel　1’universel　apparait．　La，　encore
une　五）is，　seuls　les　poetes　peut－｛…tre　peuvent　nous　apPrendre　a　entendre　cela．　Un　poさte
ecrivant　dans　sa　langue　veritable　est，　par　exemple，　Paul　Celan，　ecrivant　en　allemand，　dans
la　iangue　des　bourreaux　qui　ollt　mis　sa　famille　a　mort、　qu’ilappartient　A　l’allemand　et　que
son　seul　lieu　d’habitation，　c’est　la　langue．　C’est　une　maniere　de　penser　abyssale，　sul’tOUt
pour　un　jui　f，1’exi1，　la　langue．．．
　　La　langue　comme　lieu（1’habitation，　c’est　bien　a　partir　de　la　qu’il　peut　parler　a　tous　les
etres，　Si　nous　ne　parlons　ptus　aucune　langue，　si　nous〈（n’habitons　plus　en　poさte＞＞nulle
part，　comment　pouvons－nous　avoir　rapPort　a　quoi　que　ce　soit？
　　Je　crois　donc　que　la　16gende　du　monde　mort　et　I’opposition　entre　le　tocal　et　l’universel
rendent　la　question　de　l’environnenlent　inaudible、　Il　faudrait　repenser　ce　qu’est　la　nature，
ce　qu’est　le　1・ocal，　ce　qu’est　ie　vivant　veila　les　questions　que　suscite　votre　question
elle－meme．
Nagai Vous　nous　repondez　d’un　point　de　vue　heideg96rien　donc？
Midal 　　Oui，　peut－etre　heideggerien，　maisje　vous　r6pond　aussi　d’un　point　de　vue　qui　pourrait
etre　ceiui　de　Rilke，　etje　ne　serais　donc　pas　plus　heidegg6rien　que　rilkeien　ou　nietzsch6en
ou　que　bouddhiste．
Nagai C’est　donc　votre　point　de　vue？
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ミダル そうです。
永井　　　ではあなたにとって、間文化的哲学、エコ哲学、東洋哲学と西洋哲学をつなぐ
　　　ような間文化的エコ哲学を練り上げようとすることに意味はありますか？
ミダル　　東洋哲学などというものはありません。哲学は、西洋哲学である限りで形而上
　　　学に徴づけられていますL東洋のチャンスは、それが形而上学から自由であるこ
　　　とです、私にとって、それは物事を逆さまに取る問いの典型です、哲学は西洋の
　　　ドラマであるということをうまく理解せねばならないでしょう．何が起こったの
　　　でしょうか？西洋が、フラトンとともに一挙に、チャンスであったと同時にまた
　　　災厄でもあるまったく特異な道を取ったために、もはや何かがうまく行かなくな
　　　ります、それゆえ、「間文化的」という言葉は恐ろしい、耐え難いものです　私た
　　　ちはこの言葉に意味を与えるよう試みることによって問いを定式化し直す必要が
　　　あります。それをこのように言ってみましょうか。東洋と西洋の間の関係は、私
　　　たちが環境の問題を、人間存在による全面的支配から免れうるものの問いとして
　　　さらに問い進めることの助けになり得るでしょうか？〔東洋と西洋の〕両者の間
　　　の対話の可能な手段はそこにはないのではないでしょうか？
　　　　したがって私は、それはまったく重要な点だとお答えしましょう。なぜなら、日
　　　本の、日本思想の力は、場所の問題を絶対的に未曾有の仕方で思惟することに成
　　　功したことだからです。私が知っている僅かなことから言えば、日本は「カミ〔複
　　　数〕」への関係の問題を西洋のあらゆる神学的問いからまったく影響されることな
　　　く思惟しましたt．tこれをその詩的厳密性の全体において、そして思考の秩序との
　　　関係における不明確さとしてではなく、思考の秩序よりもさらに厳しいものとし
　　　て理解するに到るならば、「カミ〔複数〕」が喚起するものは、私たちが世界が死
　　　せるものではなく、支配できるような何ものかではないということを再び見いだ
　　　す助けになり得るのですL，
　　　　日本で「花」の問いが詩という言葉で示されるもの　（しかしそれはあまり幸福
　　　なものではありません、なぜなら私たちの〔「詩」という〕言葉は「ポイエイン」、
　　　作る、に由来していますが、それに対して日本で花に、「花」という言葉の語源に
　　　送り返すものは、日本語ではもっと歌うようなものですから）に近い何かを示す
　　　仕方は、到来しうるものの、まったく信じられないような可能性をもった何もの
　　　かを理解させ〔聞かせ〕ます，
　　　　花と開花への関わりのうちに、今日でもなお木々の開花が告げられるという事実
　　　のうちに、おそらく西洋のものでありうる全面的支配の関わりではない自然への
　　　関わりがあります。ここには、日本においてまったく奇跡的に保存されてきた、
　　　そして私には西洋にとって未曾有の可能性と思われる何かがあるのです。あなた
　　　方が「カミ〔複数〕」と呼び、西洋が迷信や異教という異様な姿でしかもはや理解
　　　することができないようなものを私たちが理解するに到らないならば、もし私た
　　　ちが樹は生命を持っており、そこから私は相互依存関係（縁起）の次元において
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Mldal Oui．
Nagai 　　Pour　vous，　y　a－t－il　donc　un　sens　a　vouloir61aborer　une　philosophie　interculturelle，　une
ξcophilosophie，　une　6cophilosophie　interculturelie　qui　ferait　le　lien　entre　philosophie
orientale　et　philosophie　occidentale？
Midal 　　ll　n’y　a　pas　de　philosophie　orientale．　La　philosophie，　en　tant　qu’elle　est　occidentale　est
marquee　par　la　metaphysique，　La　chance　de　l’Orient、　c’est　qu’il　est　libre　de　la
metaphysique．　Pour　moi，　c’est　typiquement　une　question　qui　prend　les　choses　a　1’envers．
Il　faudrait　r6ussir　a　entendre　que　la　philosophie，　c’est　le　drame　de　1’Occident．　Que
s’ ?唐煤|il　passe？D’un　seul　coup，　avec　P］aton，　pour　que　1’Occident　prenne　cette　voie　tout　a
ねit　singuliere　qui　toし巨t　a　la　fois　a　ete　une　chance　mais　aussi　qui　est　une　catastrophe，
quelque　chose　lle　va　plus．　Et　pour　cela，1e　terme〈《interculturel＞＞est　affreux，　atroce，　Il
nous　faut　reformuler　la　question　en　essayant　de　lui　donner　du　sens．　Disons　cela：est－ce
que　ie　rapport　entre　1’Orient　et　ドOccident　pourrait　nous　aider　a　penser　plus　avant　la
question　de　1’environnement　comme　ia　question　de　ce　qui　peut　echapper　a　la　domination
totale　de　1’etre　humain？Esかce　que　lb，　il　n’y　a　pas　des　ressources　possibles　du　dialogue
entre　les　deux？
　　Je　r6pondrais　des　lors　que　c’est　absolument　crucial，　parce　que　la　fo　rce　du　Japon，　de　la
pens6ejaponaise，　c”est　d’avoir　r6ussi　b　penser　la　question　du　lieu　de　maniさre　absolument
inou『e．　Du　peu　que　je　connais，　le　Japon　a　pens6］a　question　du　rapport　aux　kami　d’une
maniere　absolument　pas　marquee　par　toute　la　question　th6010gique　de　1’Occident．　Si　on
arrive　a　1’entendre　dans　toute　sa　rigueur　po6tique，　et　non　pas　comme　un　flou　par　rapPort　a
Fordre　de　la　pensee，　mais　comme　6tant　plus　exigeant　encore　que　Fordre　de　la　pens6e，　ce
qu’evoque　les　kami　peut　nous　aider　a　retrouver　que　le　monde　n’est　pas　mort，　que　Ie
monde　n’est　pasjuste　quelque　chose　qu’on　peut　dominer．
　　La　maniere　dont　au　Japon　Ia　question　de　ia＜＜fleur＞）d6signe　quelque　chose　de　proche
de　ce　qu「on　designe　sous　le　terme　de　poesie（mais　qui　n’est　pas　si　heureux，　car　notre　mot
derive　de　poren，　de　fa　ire，　alors　que　ce　qし1’au　Japon　on　renvoie　a　la　fleur，　a　la　racine　du
mot＜＜fleur＞），　est　tellement　plus　chantant　en　japonais）1aisse　entendre　quelque　chose　qui
est　d’une　ressource　completement　incroyal）le　de　ce　qui　peut　advenir．
　　Dans　le　rapport　a　la　fleur　et　b　la　floraison，　dans　le　fait　qu’on　annonce　encore
aujourd’hui　les　floraisons　des　arbres，　il　y　a　un　rapPort　a　la　nature　qui　n’est　pas　ce　rapPort
de　totale　domination　qui　peut－etre　ce｜ui　de　1’Occident．11　y　a　la　quelque　chose　qui　est
pr6serve　de　maniere　absolument　miraculeuse　au　Japon　et　qui　me　semble　une　ressource
inouTe　pour　FOccident　Si　nous　n’arrivons　pas　fi　entendre　ce　que　vous　vous　apPelez　par
ies　kami　et　que　1’Occident　ne　peut　plus　reussir　a　entendre　que　sous　1’affublement　de
superstition　ou　de　paganisme，　nous　serons　alors　empech6s　de　retrouver　le　rapport　a　un私
自身の存在を持っていることを理解しないなら、私たちが樹との関わりを再発見
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することは妨げられてしまうことでしょう。
　〔これは〕素朴な神秘主義に陥ることではなく、ここで相互依存関係（縁起）の
観念を持ち出さねばなりません，これは仏教思想に保存されているもので、西洋
が、あなたが環境という観念に訴えるときに一私の想像ですが一言わんとしてい
ることによって思惟するに到るためには絶対に決定的なものなのです。さて、あ
なたは今や、なぜこの〔環境という〕言葉が私にとって都合のよいものに思えな
いのか、なぜ「カミ〔複数〕」の観念が、世界という観念そのものを理解するため
に決定的に重要な観念である仏教の伝統における「マンダラ」と同じくこのこと
を理解する可能性を開くと思うのか、理解されたことでしょう。そしてここには
おそらく、ハイデガーが、哲学のドラマはそれがあらゆる物との極めて理論的な
関係において世界の上を通り過ぎてしまったことだと言うときに「世界」と呼ん
だものと〔「カミ〔複数〕」、「マンダラ」の観念と〕の間になすべき仕事があるで
しょう。したがって「マンダラ」という仏教の思想は、私たちがあの「全面性」
（entieret6）という観念を理解する助けになるでしょう。そしてそこではおそらく、
私たちが「全体性」（totalit6）と呼んでいるものと「全面性」を区別せねばならない
でしょう（フランス語では、私が全体的に誰かを愛するとき、それは私がその人
を全面的に愛する場合とは違います。なぜなら、私が彼（彼女）を全面的に愛す
るとき、彼（彼女）をその固有の統一において愛するのであって、それは諸部分
の総体ではないからです）。西洋は普遍的なものを全体的な仕方で思惟するのであ
り、それを全面的に思惟することはできません。このように、全面性の問いによ
って私たちはローカルなものを全面性に開かれたものとして、普遍的なものに対
立したものとしてではなく、全面的な世界に開かれた根として思惟し直すことが
できるでしょう一これこそまさに「マンダラ」の問いにおいて思惟されているこ
とであり、真に深い可能性として顕わになるものです。マンダラは「私がいる場
所」であり「周辺に対する中心」です。チベソト語ではマンダラは「キルキオー
ル」と言い、すなわち「中心・周辺」、中心から周辺への動き（戯れ）です，これ
は、ルネソサンス以来の西洋においてありうるような関係、すなわちそこから絵
画の画面全体が収束するような焦点や、現実を固定した秩序に分節化する神的な
権利を持った王の思想を反復するようなものでは絶対にない関係です。なぜなら
マンダラにおいては中心が固定しておらず、常に動いているために、どの場所も
中心になり得るからです。だから私はここには少しより正しい仕方で環境の問題
を考えるための大変深い可能性があると思います。
永井 世界の新たなモデルとしてのマンダラということですか？
ミダル　　世界をその全面性において見る可能性としてのマンダラということです。こうし
　　　て私たちは私が詩への関係に関して述べたことに、語のより深い意味において触
　　　れることになります。なぜならリルケのような詩人は私たちに、詩は世界であり、
　　　世界を開くことを教えているからです。同様に日本では、詩へのたいへん強い関
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arbre　si　nous　ne　comprenons　pas　qu’un　arbre　a　une　vie　a　partirde　laquellej’ai　ma　propre
existence，　dans　une　dimension　d’interdependance。
　　Il　ne　s’agit　pas　de　sombrer　dans　ull　mysticisme　iial’f．　mais　il　faut　la　mettre　en　avallt　la
notion　d「interd6pendance，　qui　est　en　reserve　dans　la　pens6e　bouddhique，　et　qui　est　une
notion　absolument　decisive　pour　que　POccident　arrive　a　penser　par　ce　que　vous　essayez
de　dire，　j’imagine、　quand　vous　en　apPelez　a　la　notion　d’environnement．　Alors　vous
comprenez　maintenant　pourquoi　ce　terme　ne　me　semble　pas　propice，　et　pourquoije　crois
que　la　notion　de　kami　ouvre　lapossibilite　d’entendre　cela，　au　mξme　titre　que　la　notion　de
η？anda／a　dans　la　tradition　bouddhique，　qui　est　une　notion　crucia］e　pour　cornprendre　la
notion　de　monde　elle－meme．　Et　il　y　aurait　peut一ξtre　la　du　travail　a　faire　elltre　ce　que
Heidegger　appelle　le　monde，　quand　il　dit　que　le　drame　de　la　philosophie，　c’est　d’ξtre
pass6　par　dessus　le　monde，　dans　un　rapport　ultra　th60r6tique　par　rapport　a　toute　chose．　De
sorte　que　iapens（…e　bouddhique　du　tnandala　nous　aide　a　penser　cette　notion　d’entiξ｝rete，　et
il　faudrait　peut－etre　alors　distinguer　ce　que　nous　apPelons　totalite　et　entieret6（en　fi’angais，
quandj’aime　quelqu’un　totalement，　ceゴest　pas　comme　quand　je　1’aime　entiさrement，　car
quand　je　l’aime　entierement，　je　1’aime　dans　son　unite　propre，　ce　qui　n’est　pas　la　somme
des　parties）．　L’Occident　pense　Funiversel　d’une　maniere　totale，　et　il　ne　r｛…ussit　pas　a　le
penser　entiさrernent．　Ainsi，　par　la　question　de　1’entierete，　nous　pourrions　repenser　le　local
comme　ouvrant　sur　1’entiさrete　et　non　pas　comme　local　opPos6　b　I’universel　mais　comme
la　racine　qui　s’ouvre　sur　le　monde　tout　entier，－ce　qui　est　absolument　pens6　dans　la
question　du　mandala，　et　qui　s’avere　etre　une　ressource　vraiment　pro　fonde．　Le　mandala，
c’est＜＜la　oU　je　suis＞）et（＜1e　centre　par　rapport　a　la　p6riph6rie＞），　en　tibetain，ノnandala　se
dit　kilkior，＜＜centre－P6riph《…rie）〉，　donc　unjeu　dしl　centre　a　la　Pξripherie，　et　c’est　un　rapPort
qui　n’est　absolument　pas，　comme　il　a　pu　l’etre　en　Occident　b　partirde　la　Renaissance，　oU
vous　avez　un　point　de　fuite　a　partir　duquel　le　tableau　se　fOcalise　tout　entier　et　qui　reprend
la　pens6e　du　roi　de　droit　divin，　qui　articule　la　r6alit6　dans　un　ordre　fixe，　parce　que　dans　le
mandata，　n’importe　quel　endroit　peut　devenir　le　centre，　le　centre　n’etant　pas　fige，　le
centre　etant　toujours　mouvant　Je　crois　donc　qu‘il　y　a　la　des　sources　tres　pro　fondes　pour
penser　la　question　de　Penvironnem餌t　de　maniere　un　peu　plusjuste．
Nagai Le　mandala　comme　nouveau　modさle　du　monde？
Midal 　　Le　mandala　comme　possibilit6　de　voir　le　monde　dans　son　entiさret6．　On　touche　ainsi　ce
queje　vous　disaissur　le　rapport　a　la　po6sie，　au　plus　haut　sens　du　terme，　parce　qu’un　poさte
comme　Rielke　nous　enseigne　que　le　poeme　est　monde　et　ouvre　un　monde．
　　De　meme　au　Japon，［e　rapport　tres　fbrt　a　la　poesie　nous　induit　dans　ce　sens－la，　et　je
pense　en　particulier　a　tous　les　travaux　du　comte　Kuki　sur　Petre　propre　du　Japon　par
rapPort　au　poeme　qui　sont　trさs　eclairants　sur　cette　question．　llylaje　crois　quelque　chose
de　tout　A　fait　d6cisifasaisir　pour　notre　temps．
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係が私たちをこの方向に導いています。私はとりわけ詩との関係における日本の固
有の存在にっいての九鬼（周三）男爵のすべての仕事を考えているのです　彼の
仕事はこの問題に関して物事をたいへん明らかにするものです。私はここに、私
たちの時代のために捉えるべきまったく決定的な何かがあると思います、
永井　　　では、あなたにとって、マンダラというこの新たな世界の見方を概念化する可能
　　　性はあるのですか？
ミダル　　ハイデガーは概念は物に対する侮辱だと言っていました．ですから私は決して、
　　　何ものも概念化することはしないでしょう，私はこれらの問いに関して現象学的
　　　な仕事をしたいと思いますが、それが概念化された瞬間に、見るべきものは失わ
　　　れてしまいます．なぜなら概念は環境の否定だからです。概念とは、その都度ご
　　　とになすべき、私に固有のものを被り、耐えることの否定なのです。
永井　　その場合、少なくとも理論化することはできませんか？例えば、神道的感性、常
　　　に特殊なものにとどまるこのローカルな性格は、私には普遍化できないように思
　　　えます。ではいかにしてこの感性がカヴァーしているものについて理解されるの
　　　でしよう？
ミダル　　私にはそうは思えません。なぜなら、「カミ〔複数〕」の観念はまったく普遍化
　　　できるからです。ローカルな神々という観念は世界全体に存在してきたのですか
　　　ら。キリスト教がこの〔神々の〕観念の絶対的で熱心な拒否として、しかも同時
　　　に聖者崇拝によってこの〔神々との〕関係を再び見いだそうとしながら確立され
　　　た後、これ〔神々との関係〕を普遍的な仕方で思惟することができる多くの1．ヒ方
　　　があると私は思います。日本の「カミ〔複数〕」の観念はこの面で神（dieu）の観
　　　念よりも良いものだと私には思われます。なぜなら神（dieu）は人を苛だだせるこ
　　　とがありえますが、「カミ〔複数〕」の観念はより遠くにまで行くからです　この
　　　コーヒーカップのカミすらいるのであり、人を恐れさせうるような偶像もしくは
　　　迷信の形態はそこにはないのですから。この意味で「カミ〔複数〕」は「物」を思
　　　惟させうると言うことができるでしょう。
　　　　あなたは再び私をリルケ主義者だと思われることでしょうが、物についてのリル
　　　ケの仕事はまったくすばらしいものです。ライナー・マリア・リルケが1902
　　　年にフランスに来たとき、彼はまず初めに何を発見したでしょう？それはロダン
　　　であり、次いでセザンヌの絵画でした。ロダンは彼の師となり、彼の元でリルケ
　　　が発見したのは物です。物についての仕事は極めて重要です。この点に関するリ
　　　ルケの書いたページはすばらしいものです。彼は私たちに、「世界のアメリカ化」
　　　と彼が呼ぶもののドラマは物の消失だと言っていますtt彼にとって、私たちはも
　　　はや全て作られて買われたものしか持っておらず、それらはもはや物ではないの
　　　ですcもちろんハイデガーはこのことを別の仕方で取り上げ直しましたが、ハイ
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Nagai 　　Ya－t－jl　a】ors　pour　vous　une
monde　du　mandala？
possibilit6　de　conceptua且iser　cette　nouvelle　vue　du
Mida1 　　Heidegger　disait　que　le　concept　est　une　insulte　a　la　chose．　Je　ne　conceptualiserai　donc
jamais　rien．　Je　veux　bien　faire　un　travail　phξnomenologique　sur　ces　questions，　mais　b
l’instant　oU　c’est　conceptuaiis（…，　on　perd　ce　qu’il　faudrait　regarder、　Parce　que　le　concept，
c’est　la　negation　de　FenvironnemenL　Le　concept，　c’est　la　n6gation　de　1’epreuve　que　nous
avons　a　faire　a　chaque　fo　is　de　ce　qui　est　proprement　mien．
Nagai 　　Dans　ce　cas。　est－ce　qu’on　peut　du　moins　th60riser？Par　exemple，
shintoTste，　cette　localit6　qui　reste　toujours　tres　particuliere，　me　semble
universaliser，　alors　comment　s’entendre　sur　ce　qu’elle　recouvre？
la　sensibilite
impossibje　a
Midal 　　Cela　ne　me　semble　pas　vrai．　Car　on　peut　tout　b　fait　universaliser　la　notion　de　kami，
parce　que　la　notion　de　dieux　locaux　a　existe　dans　le　monde　entier．　Apres　que　le
christianisme　se　soit　6tabli　comme　un　refus　absolu　et　acharn6　de　cette　notion　la，　tout　en
essayant，　quand　meme，　par　le　culte　des　saints，　de　retr田ver　ce　rapPort，　je　crois　qu’il　y　a
beaucoup　de　manieres　de　reussirhpenser　cela　de　maniere　universelle．　La　notion　de　kami
au　Japon　me　semble　meilleure　sur　ce　p｜an　la　qしle　la　notion　de　dieu、　car　la　notion　de　dieu
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peut　irriter，　mais　la　notion　de　kami　va　plus　loin，　puisqu’il　y　a　memeしm　kami　de　la　tasse－
et　donc，　il　n’y　pas　cette　fo　rme　d’idolatrie　ou　de　superstition　qui　pourrait　faire　peur，　et　on
pourrait　dire　en　ce　sens　que　le　kanii　nous　permet　de　penser＜＜1a　chose＞）．
　　Vous　allez　me　trouver　encore　rilkeien．　mais］e　travail　de　Rilke　sur　la　chose　est
absolument　considerab｛e：quand　Reiner　Maria　Rilke　arrive　en　France　en　1902，　que
d6couvre－t－il　tout　d’abord？Rodin，　puis　la　peinture　de　Cezanne．　Rodin　devient　son　maitre，
et　ce　qu’il　d6couvre　aupres　de　lui，　c’est　la　chose，　et　letravail　sur　la　chose　est　absolument
crucial．　Les　pages　de　Rilke　sur　ce　point　sont　considerables：il　nous　dit　que　te　drame　de　ce
qu’il　appelle＜＜1’americanisation　du　monde＞〉，　c’est　Ia　disparition　des　choses．　Nous
n’avons　plus，　pour　luL　que　des　choses　achet6es，　toutes　faites，　qu▲ne　sont　plus　des　choses．
Alors　evidemment，　Heidegger　reprend　cela　d’une　autre　maniere，　mais　sans　aller　jusqu’a
Heidegger，　je　pense　que　Ri］ke　a　des　manieres　tres　belles　de　le　montrer．　Et　le　kami，　de　son
c6te，　est　une　maniere　de　repenser　la　chose，　mais　de　repenser　aussi　le　lieu，1e　lieu　comme
n’6tant　plus　le　lieu　fixξ，　qui　est　sacr6　parce　qu’il　est　la，　mais　il　devient　le　lieu　comme
possibilite　d’un　rapport　phenom6nologique．　Cest　la　quelque　chose　de　tres　important，　car
en　le　comprenant　a　partir　de〈da　l6gende　du　monde　mort）＞que　j’ai　evoqu6，　le　mondeデ
2En　expliquant　cela，　il　se　saisit　de　la　tasse　de　caf6　qui　est　devant　lui．
　　このことを説明しながら、彼（ミダル）は目の前にあるコーヒーカップ．を手
に取る。
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ガーまで行かなくとも、このことを示すたいへんすばらしい仕方をリルケは持っ
ていたと私は思います・そして「カミ〔複数〕」もまた物を思惟し直す或る仕方で
あり、また場所を思惟し直す或る仕方です．その場所とは、そこにあるがゆえに
聖なるものであるような固定した場所ではもはやなく、現象学的な関係の可能性
としての場所になるのです．，これはあるとても重要なことです。というのも私が
喚起した「死せる世界の伝説」から理解するならば、世界は画一的で中性的なも
のではないからです．
　私たちは〔ハイデガーの意味での〕形而上学に属する人間として、画一的である
が故に全体主義的な世界（そこで私たちは同じ服を着、同じ食べ物を食べ、絶対
的で全体的な画一性のうちに生活しています）に生きており、これを私たちは自
由と民主主義の体制と呼んでいるわけですが、そういう私たちを除いて、おそら
く画一性以外の何ものも示すことのないこの自由に問題があることを指摘する時
が来ているのでしょう、，洞窟の時代に戻るべきだというのではありませんが、私
たちは何かから切り離されており、この「死せる世界の伝説」が私たちを病気に
しているのだと私は思います。この点に関して私は意図的にあなたに詩人につい
て語っていますが、それは過去に生きたいと思うような人々が問題なのではなく、
あらゆる詩人は一私はリルケについて語りましたが、ルネ・シャールについても、
サン・ジョン・ペルスについても語ることができるでしょう、彼らは皆ハイデガ
ー主義者というわけではありませんが一それぞれ、いかにして大地と世界と関係
を持つことができるかを見ようと努めたのです。ルネ・シャールを読んでくださ
い。そして彼がいかに河や大地について、彼がいる場所について、大地や環境の
破壊について彼が抱く怒りについて語っているか見てください、そうすれば「カ
ミ〔複数〕」の観念がまったくローカルなものではないことが分かるでしょう。私
は日本人が恥じることなく、「カミ〔複数〕」の問題をまさにいささかローカルな
問題と見ない方が良いだろうと思います。私たちもまた「カミ〔複数〕」に関わる、
世界との生ける関係を再び見いだす必要があるからです、，そして私たちはそこに
思考の秩序においては到達できませんが、詩の秩序においては到達できるのです。
そうすると、私たちをこの世界と関係づけてくれる有名な1千と千尋の神隠し」
のような映画のうちに、何としても概念化しようとして根を失っている大部分の
哲学のテクスト以上に哲学があると言えるでしょう、そして、「千と千尋の神隠し」
の世界的な成功は、そこに何か大切なものがあり、それが環境、ローカルなもの、
「ドラーラ」（ここで私は、私が「カミ〔複数〕」に対応すると思うチベソトの語
に言及しているのですが）に関する非常な深みを持った何かと関わりがあること
をよく示しているのです。
　この映画はおそらく以上のことを理解する可能性へと人々を開いたのであり、も
し私たちが環境を、そして私の言っていることを理解したいのなら、人間存在の
ラディカルさを新たに、徹底的に考え直さねばなりません。つまり、人間が精神
と身体に分けられ、身体が機械的で精神が精神的であることを止め、大乗仏教の
伝統が提案しているように、三つの「カーヤ」もしくは三つの身体の観念によっ
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n’ ?唐煤@pas　unifbrme　ou　neutre．
　　　x
　　Apart　llous，　les　hommes　de　la　mξtaphysique．　qui　vivons　dans　un　monde　totalitaire、　car
unitaire（ob　nous　vivo1〕s　dans　1「uniformit．6　absolue，　s’habillant　avec　les　memes　vetements，
mangeant　la　meme　nourriture、　donc　1’unif（）rmit6　totale），　ce　qゴon　apPelle　Ie　r6gime　de　la
liberte　et　de　la　democratie、　il　serait　peut－etre　temps　de　remarquer　qu’ii　y　a　laun　probleme
avec　cette　liberte　qui　ne　montre　rien　d’autre　qu’une　uniformite．　Ilne　s’agit　pas　de　revenir
a1’age　des　cavernes，　mais　je　crois　que　nous　nous　sommes　coupes　de　quelque　chose，　et
que　cette＜＜　iegende　du　monde　mort）＞nous　rend　malades．　Je　fais　expres　de　vous　parler　de
poetes　a　ce　sujet，　car　on　ne　peut　pas　dire　qu’il　　s’agit　de　personnes　qui　veulent　vivre
dans　le　passe，　mais　tous　les　poさtes，ゴai　par16　de　Rilke，　mais　on　pourrait　parler　de　Rene
Char，　on　pourra．it　parler　de　Saint　John　Perse，　qui　ne　sollt　pas　des　heideg96riens，　ont
chacun　essay6　de　voir　comment　on　peut　avoir　un　rapport　a　la　terre　et　au　mollde．　Lisez
Ren6　Char　et　voyez　comment　il　parle　du　fleuve　et　de　la　terre，　du　lieu　oU　il　est　et　de　la
colさre　qu’n　avait　de　la　destruction　de　la　terre　et　de　1’environnement，　vous　verrez　alors
que　la　notion　de　kami　n’est　pas　du　tout　locale．　Je　crois　que　les　Japonais　auraient　int6ret　a
ne　pas　avoir　honte　et　a　ne　pas　consid6rer　la　question　des　kami　comme　une　question　juste
un　peu　locale，　car　nous　avons　besoin　nous　aussi　de　retrouver　un　rapport　vivant　au　monde，
qui　les　touche．　Et　la，　dans　Fordre　de　la　pens6e，　nous　n’y　arrivons　pas，　mais　dans　Pordre
de　la　poesie，　nous　y　arrivons．
　　Je　dirais　alors　que，　peut－etre，　il　ya　plus　de　phnosophie　dans　un　film　comme　Leレ垣ノage
de　Chihiro，　qui　nous　met　en　rapport　a　ce　monde　la，　qui　est　connu，　que　dans　la　plupart　des
textes　philosophiques　qui，　en　voulant　absoiument　conceptualiser，　perdent　les　rac三nes．　Et
le　succes　mondial　du晦yαgεde　Chihit・o　montre　bien　qピil　ya［aquelque　chose　qui　touche
et　qu’il　est　en　rapPort　avec　quelque　chose　d’une　proF〕ndeur　extraordinaire　sur
Fenvironnement，　le　local，1es〈ir　ct　la（je　mentionne　la　le　vocable　tib6tain　qui　correspond　je
Cl－ois　aUX　kami）、
　　Ce　film－la　a　peut－etre　ouvert　les　gens　a［a　possibilit6　de　comprendre　cela，　et　si　nous
voulons　comprendre　Fenvironnement　et　ce　que　je　dis，　it　faut　penser　radicalement　la
radicalit6　de　1’etre　humain　a　neuf：arreter　de　penser　que　l’homme　est　coupe　entre　son
esprit　et　son　corps，　le　corps　6tant　m6canique　et　1’esprit　6tant　spirituel，　et　reussir　a
repenser，　comme　le　propose　par　exemple　la　tradition　du　bouddhisme　mahayana，　avec　la
notion　des　trois　kaya　ou　des　trois　corps，　en　repensant　le　dhar〃la　kaya，1e　sa〃iboghc7　kaya
et　le　nirmanaκoγo　dans　lesquels　nous　pourrons　trouver　des　ressources　trξ！s　profbndes．　Par
exemple，　la　notion　du　sa〃iboghtiんαyo，　qui　recoupe　la　notion　du〈《monde　imaginab＞chez
Henry　Corbin、　bien　que　cela　ne　soit　pas　uniquement　li6　au　monde　bouddhiste　oujaponais，
ピest　ce　qui　nous　fait　de　faut　en　tant　qu’il　offre　un　monde　interm6diaire，　qui　est　a　la　fbis　le
lieu　de　passage，　qui　a　exist6　en　Occident　dans　1’alchimie，　et　qui　est　au　cαur　de　la　plupart
de　Fart．　Car　1’art　est　bien　alchimique：qu’on　songe　par　exemple　A　Tintoretto，　le　Tintoret，
qui　6tait　ce　teinturier　alchimiste　de　la　peinture　du　XVIe　siさcle，　profondement　alchimique，
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て考え直すことができることです。それは「ダルマ・カーヤ」（法身）、「サンボガ・
カーヤ」（報身）、「ニルマヤ・カーヤ」（応身）を考え直すことですが、そこに私
たちはたいへん深い可能性を見出すことができるでしょう，例えばアンリ・コル
バンの「想像界」の観念と一致している一これは仏教の、もしくは口本の世界と
のみ結びっいているわけではありませんが一「サンボガ・カーヤ」（報身）の観念
ですが、これは、西洋においては錬金術において存在した移行の場所であるとと
もにほとんどの芸術の核心にあるヰ間界を呈示するものとして、私たちに欠けて
いるものです、と言いますのは、芸術は確かに錬金術だからです。例えばティン
トレットのことを考えてみましょう／．t彼は16世紀絵画の錬金術師で染色業者で
したが、著しく錬金術的で、絶えざる移行の場所において精神を身体化し、身体
を精神化したのです。このように世界と人間存在を考え直す或る仕方である「サ
ンボガ・カーヤ」（報身）の観念は、私たちが普段持っている習慣的な諸概念など
よりはるかに豊かな可能性を持っているように私には思えますtt
　もちろん私はここであなたに「仏教徒の」哲学者として語っているのであり、ア
ンリ・コルバンの例はそれが他のことと関係がないわけではないことを示すもの
です。この点については想像界というものを理解し直し、それをファンタジーと
区別して、「カミ〔複数〕」の世界であり、神々の世界であり、移行の世界であり、
天使の世界であるこの中間世界全体を理解することができねばなりません。哲学
において天使について語るとすぐに、人々はだいたい完全に苛立ちます。では詩
人たちの言葉を聞いてみましょう，，第一の「ドゥイノの悲歌」はどのように始ま
りますか？これがフランスでもっとも多く翻訳されたドイツの詩であることを知
る必要がありますt．／「ドゥイノの悲歌」には］3個まで翻訳があり、これはその重
要性を示しています。第一の悲歌はこのように始まります。「私が泣くなら、天使
たちの群れの中で誰が最初に聞いてくれることだろう？」詩人たちが天使につい
て語るのはどういうわけでしょう？あなたには二つの選択肢があります。〔第一
に〕あなたは〔詩人たちは〕何ら重要性もなければ興味ももてない人々であると
考えますrそうすると、あなたの哲学的関係は世界を支配するあの全体主義的な
支配に加わることになり、批判的でないものになります。詩人たちを考慮に入れ
ないあらゆる批判的思惟は本質的なものの脇にいる思惟です、〔第二に〕あなたが
詩人たちが何か〔重要なこと〕を言っていると考えるとしますrそうすると、あ
なたは「カミ〔複数〕」が西洋において詩人たちが天使について語るときに言って
いることと共通点を持っていることを発見するでしょう。
　ところでもちろん、「カミ〔複数〕」はたいへん広いものです。物の「カミ〔複数〕」
一それは私たちがもはや消費される対象しか持っていない時において物を考え直
す機会です一があると同時に、移行の場所である天使としての「カミ　〔複数〕」が
あります。この後者について、再び私はあなたにリルケについて語りましょう。
しかしこの詩人にとって、あらゆる問いは、私たちの荒廃の時代に、人間存在が
いかにして移行することができるか、絶えざる移行の内にあって決して留まらな
いことができるかを把握することにあります。それゆえに天使は移行の存在なの
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qui　corporifie　Pesprit　et　spiritualise　le　corps　dans　un　lieu　de　passage　constant．　Cette
notion　de　samboghti　kaya，　qui　est　ainsi　une　maniere　de　repenser　le　Inonde　et　de　repenser
l’etre　de　］’etre　humain，　me　senlble　beaucoup　plus　riche　de　possibilit6s　que　les
conceptions　habituelles　que　llous　avons．
　　Bien　sOr，　je　vous　parle　ici　en　tant　que　philosophe＜＜bouddhiste＞＞，　mais　Fexemple
d「Henr〕．　Corbin　Inontre　bien　que　cela　n’est　pas　sans　rapPort　a　d’autres　choses；il　faudrait
sur　ce　point　r6entendre　ce　quうest　l「imaginal、　Ie　distinguer　de　la　f加taisie　et　reussir　a
entendre　tout　ce　Inonde　interm6diaire　qui　est　Ie　monde　des　kami，　qui　est　le　monde　des
dieuxJe　monde　des　passages，1emonde　des　anges．　Dさs　qu’on　par］ed’ange　en　philosophie，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノles　gens　sont　en　gen6ral　completement　crispes．　Ecoutons　alors　les　poetes．　Coinment
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tcommence　la　premiさre　E／tigie　de　Dtiino？Ilfaut　savoir　qu’en　France，　il　s’agit　des　poemes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
allemands　les　plus　traduits，　on　en　est　a　la　l3e　traduction　des　E／4gies　de　Z）uino、　ce　qui
montre　bien　leur　importance．　La　premiere　616gie　d6bute　ainsi：〈（Sije　criais，　qui　donc
m吟 ?獅狽?獅р窒≠奄煤@parmi　la　cohorte　des　anges？〉）．　Comment　se　fait－il　que　les　poさtes　parlent
des　anges？Vous　avez　le　choix：soit　vous　pensez　que　ce　sont　des　gens　sans　importances，
sans　interet，　et　votre　rapPort　philosophique　est　un　rapPort　qui　participe　de　cette　elnprise
totalitaire　de　domination　du　monde　et　qui　nうest　pas　critique；et　tou民pensee　critique　qui
ne　prend　pas　en　compte　les　poetes　est　une　pensさe　qui　est　a　c6tξde　Pessentiel．　Solt　vous
pensez　que　les　poetes　disent　quelque　chose：et　alors　vous　d〔…couvrez　que　les　k‘1〃li　ont　des
polnts　communs　avec　ce　que
disent　les　poetes　en　Occident
quand　ils　parlent　des　anges．
　　Alors　bien　sU1’，　les　kami，　c’est
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
tres　vaste，　parce　que　N’OUS　avez　a
la　fbis　lesえarni　choses－et　c’est
1’occasion　de　repenser　la　chose
au　moment加nollS　n’a、’Ons　phlS
que　des　objets　consommables　－
et　VOUS　　aVeZ　　aUSSi　leS　　んc〃刀～
comme　des　anges，　qui　sont　］e
lieu　de　passages．　Et　sur　ces
derniers．　encore　une　fois、　je　vais
vous　parler　de　Rielke，　mais　pour
ce　poξltet　toute　la　questioll　est　de
saisir　　comment．　　dans　　no白・e
〔emps　　de　　devastation，　　ドetre
humain　peut　reussir　le　passage、　a
etre　dans　un　constant　passage　et
ane　jamais　se　f］xer：c’est　pour
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です。彼らは決して留まらないでいることができるのですから．そして「カミ〔複
数〕」もまた移行の存在であり、おそらく彼らは私たちに留まらないことを教えて
いるのです，そして環境の問題は、移行の場所として、いかに注意を守るか、い
かに心を守るか、いかに移行を守るかという問いとして考えねばならないでしょ
う。
永井　　　では、想像界の観念と仏教の間に私たちはいかなる関係を作りうるのでしょう
　　　か？
ミダル　　すべては「サンボガ・カーヤ」（報身）の観念そのもののうちにありますL，「タ
　　　ントラ」は私たちがそれを理解することを〔他の仏教に比べて〕より助けてくれ
　　　ることができるものです。一タントラの全体を見なければなりませんが、それを
　　　深めるために、私の著書を参照してください．これらの著書はまさにこのことし
　　　か語っていません。私の強い確信は実際、「タントラ」は、「マンダラ」に由来す
　　　る輪の観念によって、私たちが世界の全面性を思惟することを可能にしてくれる
　　　ということです＝そしてこのことを理解するためには、「サンボガ・カーヤ」（報
　　　身）の観念が絶対的に重要だということが分かるのです。仏教における神々は一
　　　そしてそれは現代においては異常なことですが一本質を欠いているが故に非存在
　　　であり、したがって私たちは迷信のなかにいるのではなく、神々は世界に注意す
　　　るひとつの仕方なのです。ここで私たちは注意の問題でもある環境の問題に再び
　　　合流します。私たちはあらゆる木々は物であり、そしてあらゆる牛などは利用す
　　　ることができる機械的な量に過ぎないのだと考えないでしょうか？私が哲学との
　　　関係において仏教の瞑想を教えるときに人々にとってもっとも助けになるのがこ
　　　の点です。まずハイデガーとともに気分（Stimmung）の問いを、次いで想像界の問い
　　　を、そして最後に「サンボガ・カーヤ」（報身）の問いを喚起せねばなりません。
　　　そうするとすべてがまったく雄弁になるのです。ハイデガーとともに言うなら、
　　　気分は世界が或る情態性から開けてくる仕方です：．例えば、もし私が悲しみの中
　　　にあるなら、世界全体が開けます。したがって世界は単に魂の状態や魂の情念で
　　　はなく、この情態性は世界がそこから開けてくる次元になるのです。私が知って
　　　いる「タントラ」においては、「サンボガ・カーヤ」（報身）とともに、五つの色
　　　であり、そこから世界が開ける五っの異なった気分である五つの次元が現れます。
　　　そこには世界への本当にすばらしい関係があると私は思います。私はこのことを
　　　私の二つの『タントラ仏教入門』と、私の最新の著書である『自由の危険をを犯
　　　す』のなかでもまた暗に喚起しています。
永井　　　その場合、現象学はおそらくそのことを還元〔主義〕的な概念化をすることなく
　　　把握せしめることができる唯一の方法なのでしょうね？
ミダル　　正にその通りです。というのも、環境の問題を思い出すために気候温暖化を例に
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cela　que　les　allges　sont　desξitres　de　passage，　car　ils　parviennent　a　Ile　jamais　se　fixer；et
les　んα’η～aussi　sont　des　etres　de　passages，　et　peut一ξtre　qu下ils　nous　apPrennent　a　ne　pas
nous　f］xer，　et　que　la　question　de　Fenvirolmemellt　il　faudt＾ait　la　penser　comme　heu　de
passage，　comment　prdserver　Pattention，　comment　preserver　le　c（£ur　et　comment　pr6server
le　passage．
Nagai Quelle　relation　pourrions－nous　faire　alors　entre　lanotion　d’imaginal　et　ie　bouddhisnle？
Midal　　Tout　est　dans　la　notion　meme　de　sambogh‘7　kaya．　Le　tal？tノ・o　est　plus　a　meme　de　nous
　　　　　　　aider　a　le　comprendre，－il　faudrait　voir　tou川e　tantra、　mais　pour　approfbndir　cela，　je
　　　　　　　vous　renvoie　a　mes　livres，　qui　ne　parlent　que　de　cela．　Ma　grande　conviction　est　en　effξt
　　　　　　　que　le　t‘1ntra，　avec　Ia　notion　de　roue　qui　procede　du　〃iandalα，　nous　permet　de　penser
　　　　　　　l’entieret6　du　monde，　et　pour　comprendre　cela、　la　notion　de　samboghd　kaya　s’ave）re
　　　　　　　absolument　cruciale．　Les　dieux，　dans　le　bouddhisme－et　cela　est　extraordinaire　pour
　　　　　　　notre　temps－s．　o　nt　non－existants，　car　ils　sont　vides　de　nature、　et　on　rゴest　dorlc　pas　dans［a
　　　　　　　superstition、　mais　ils　sollt　une　maniere　de　faire　attention　au　monde．　Et］a　nous　rejoignons
　　　　　　　la　question　deドenvironnement，　qui　est　la　question　de　Fattention：est－ce　qu’on　va　ne　pas
　　　　　　　consid6rer　que　tous　les　arbres　sont　des　choses，　et　que　toutes　les　vaches，　etc＿．，　ne　sont
　　　　　　qu’une　quantite　tnecanique　qu’on　peut　utiliser？　Quand　j’enseigne　la　m6ditation
　　　　　　　bouddhiste　en　rapPort　avec　la　philosophie，　quandゴenseigne　ces　points，　c’est　ce　qui　est　le
　　　　　　plus　aidallt　pour　Ies　gens．　D’abord，　avec　Heidegger，　n　fautξvoquer　la　question　de　la
　　　　　　St～〃～un9，　Puis　ceHe　de　Finlaginal，　et　enfin　celle　de　samboghti　kaぷa、　et　tout　devient
　　　　　　absolument　parlanL　Avec　Heidegger，　la　Stirnmung　est　cette　maniere　dont　le　monde
　　　　　　s’ouvre　a　partird’une　tonalit6，　par　exemple，　sije　suis　dans　la　tristesse，　le　monde　s’ouvre
　　　　　　tout　entier，　et　donc，　Ie　monde　n’est　pas　seulement　un　6tat　d’ame　ou　une　passion　de　1’盒me，
　　　　　　mais　cette　tonalite　devient　la　dimension　a　partir　de　laquelle　s’ouvre　le　monde；avec　la
　　　　　　samhoghci　kcO・，α，　dans　les　tantra　que　je　connais，　se　manifestent　cinq　dimensions　qui　sont
　　　　　　cinq　couleurs　et　qui　sont　cinq　Stimmung　diff6rentes　et　a　partir　desquelles　ie　monde
　　　　　　s’ouvre．　Je　crois　que　la，　on　a　un　rapPort　au　monde　qui　est　vraiment　passionnant．　J’6voque
　　　　　　cela　dans　mes　deux　∫〃trod～tctio／7s　au　tantra　bouddhi4ue　et　aussi　iinplicitement　dans
　　　　　　Risq～ter／αlibertti，　mon　dernier　livre．
Nagai 　　La　phenomenoiogie　serait　peut－etre　a［ors　la　seule　m6thode　capable　de　nous　permettre
de　saisir　ceia　sans　oP（…rer　une　conceptualisation　r（…ductrice？
Midal 　　Exactement，　car　si　1’on　prend　par　exemple　le　problさme　du　rechauffement　climatique，
pour　6voquer　la　question　de　1’environnement，　si　nous　restons　a　un　niveau　conceptuel　de
cette　question，　nous　restons　prisonniers　de　ce　qui　le　d6truit．　La　question　ecologique　est
SelOn　mOi　Une　maUvaiSe　qUeStiOn　en　Ce　qUe　Ce　n’eSt　paS　en　gerant　mieUX　I’6COIOgie　qU’On
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取るなら、この問題の概念的水準に留まるとすれば、私たちは環境を破壊するも
のに囚われたままです。エコロジーの問題は私にしてみれば問違った問題です，
問題が解決されるのはエコロジーをよりよく管理することに．よってなのではなく、
存在者全体に対して全体主義的な支配という唯一の関係を持つことに結びっいた
災厄を見ようとすることによってだからです、この視点からすれば、現象学は、
動物たちとの関係、樹木との関係、大地との関係を再び見いだすことを私たちに
教えることによって、私たちに道を開くものです．「死せる世界の伝説」に対処す
ることができるのは、新たな管理によってではありません
　私たちがなさねばならない試みに、単に主観的なものではなく、世界への関係そ
のものが新たにそこで開けるようなものである経験に私たちを関係づけるものと
して、現象学は私たち各人に与えられた唯一の方法であるように私には思われま
す，人々がそれぞれ自分に固有の経験に耳を澄ます二とを発見するなら一現象学
と〔仏教の〕瞑想の関係が決定的に重要なものだと分かるのはここにおいてです．
あらゆる形態の内面性、住むこと、もしくは中心に対しておのれを閉じるなら、
このことを理解するのはたいへん難しいことでしょう。
　日本について私が知っている僅かなことは、この方向にさらに進むものと私には
思えます。日本語は、花とのそのあらゆる関係、花と芸術との間の結びつき〔華
道〕とともに、〔現象学的に〕「見せること」への配慮を持った現象学的な言語に
私には見えるからです，
　現代のエコロジー的災厄に対する唯一の解決は、聖なる世界への関係を再び見い
だすことです。ここで言う「聖なる」とは現代の視点から理解されたものですが。
現象学と想像界との間のつながりによってのみ、私たちは住まれた世界との関係
を再び見いだすことができるでし）iう、それは例えばウィリアム・ブレイクのよ
うな詩人たちが私たちにすばらしい仕方で示しているものです．ブレイクのあら
ゆる作品は、彼が「歯車の世界」と呼ぶメカニズムとして啓蒙から現れてくると
彼が見るものに対する回答です．そこではすべてがもはや歯車でしかないような
世界、それこそが聖なる世界、生けるものの世界の破壊です，私たちが本当に気
候温暖化から抜け出したいなら、まず大地（地球）との新たな関係を持つことか
ら始めねばなりません　そしてそのためにも、詩人たちの言葉を聞くことから始
めねばなりません．この点について、ブレイクの作品がアレン・ギンズブルクの
インスビレーションの源泉になっていることを指摘しておくことはさらに興味深
いでしょう，アレン・ギンズブルクは60年代アメリカの仏教徒の偉大な詩人で
すが、彼はまずブレイクによって完全に心を揺さぶられ、そこにインスヒレーシ
ョンを発見したのですが、次いでチョギャム・トゥルンパ・リンホチェの弟jT一と
なり、仏教の世界に人っていって、まさにこの環境の問題を考えようとしたので
すが、それはまさに「聖なるもの」によってでした，彼の偉大な詩「ホウル」に
おいては、すべてが徹底的に聖なるものです．「私の足は聖なるものだ」、等々．
なぜすべてのものが聖なるものなのでしょうか？それは彼が彼の詩の中ですべて
のものを歯車の外で考える決心をしているからです．ここにはハイデガーが「組
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resoudra　les　problemes　mais　c’est　en　essayant　de　voir　la　catastrophe　li6e　aしl　f’ait　d’avoir
un　rapport　ulliquement　de　domination　totalitaire　sur　Fensemble　de　tout　1’ξtant．　De　ce
point　de　vue　IA，　la　phenom6nologie，　en　nous　apPrenant　a　retrouver　un　rapPort　aux
animaux、　un　rapPort　aux　arbres，　un　rapPort　a　laterre，　nous　ouvre　la　voie．　Cen‘est　pas　par
de　nouvelles　gestions　qばon　va　r6ussir　a　prendre　mesure　de　la　l6gende　du　monde　mort．
　　En　tant　qu’elle　nous　met　en　rapPort　a　1’6preuve　que　nous　avons　a　faire，　a　une
exp6rience　quiパest　pas　seulement　subjective　mais　qui　est　une　experience　oU　s’ouvre　a
neuf　le　rapport　meme　au　monde，　la　ph6nomξnologie　me　semble　etre　la　seule　possibilit6
qui　soit　offerte　a　chacun：si　Ies　gens　d（5couvrent　une　ecoute　de　leur　propre　exp6rience－
et　la　le　rapport　entre　phenome－nologie　et　mediation　s’avere　crucial．　Si　lプon　se　fセrme　tl
toute　fbrme　d’interiorit6，　dちhabitation　ou　de　centre，　comprendre　cela　devient　tres
difficile．
　　Le　peu　que　je　connais　du　Japon　me　semble　encore　aller　dans　ce　sens－la，　en　ce　que　Ia
langue　japonaise　m’apparaft　etre　une　langue　phenomenologique，　qui　garde　le　souci　de
monstration，　avec　tout　son　rapPort　a　la　fleur，　le　lien　fait　entre　la　fleur　et　1，art＿
　　La　seule　solution　a　la　catastrophe　6cologique　de　notre　temps　est　de　retrouver　un
rapport　a　un　monde　sacre，　mais　sacr6　entendu　d’un　point　de　vue　moderne．　Cest
seulement　par　une　articulation　entre　ph6nomenologie　eT　monde　imaginal　que　nous　allons
pouvoir　retrouver　un　rapport　a　un　monde　habit6，　tels　que　les　poetes　nous　l「indiquent　de
maniere　considerab］e，　comme　par　exemple　encore　Wimam　Blake，　dont　toute　1’（£uvre　est
une　r6ponse　contre　ce　qu’il　voit　apParaitre　des　Lumiさres　comme　un　m6canisme　qu今il
appeHe《de　monde　des　rouages＞＞．　Un　monde　oU　toutパest　plus　que　rouage，　c’est　cela
meme　la　destruction　du　monde　sacr6，　du　monde　vivant．　Si　nous　voulons　vraiment　sortir
du　rechauffement　climatique，　il　faut　colnmencer　par　avoir　un　nouveau　rapport　a　la　terre，
et　il　nous　faut　pour　cela　commencer　par　6couter　les　poさtes．　Int6ressant　encore　sur　ce　point
de　releVer　qUe　F〔eUVre　de　Blake　Sera　la　SOUrCe　d’inSpiratiOn　d’Allen　GinSberg，　le　grand
poさte　am6ricain　bouddhiste　des　ann6es　60，　qui　fut　d’abord　complさtement　boulevers6　par
Blake，　y　decouvrant　son　inspiration，　puis　qui　devint　un　etudiant　de　Ch6gyam　TrungPa
Rinpoche　et　qui　se　sera　engage　dans　le　bouddhisine，　essayant　de　penser　cette　question
mξme　de　1’environnement，　et　cela　au　moyen　meme　du　sacre．　Dans　son　grand　poeme　Howl，
tout　est　sacre、　jusqu’a　la　f］n，〈《majambe　est　sacr6e＞＞，　etc．　Pourquoi　tout　est　sacre？Parce
qu’il　prend　le　parti　dans　son　poeme　de　tout　considerer　en　dehors　du　rouage．　On　retrouve
ce　qu’Heidegger　appelle　1’arraisonnement，　le　Geste〃，　mais　on　voit　bien　par　les
6vocations　faites　que　ces　prob16matiques　ne　sont　pas　qu’heldegg6riennes　et　qu’elles
embrassent　un　territoire　beaucouP　plus　vaste：il　s’agit　de　pr6server　quelque　chose，　ce　que
1”on　ne　peut　pas　comprendre　si　Fon　ne　comprend　pas　Fimaginal．
　　Alors，　ce　que　vous　entendez　par　interculturel，　ce　qu’Henry　Corbon　designe　par
1’imaginal，　la　sa〃iboghd　ka叉a，　tout　cela　nous　permet　en　fait　de　saisir　W川iam　Blake　et
Fon　comprend　alors　qu’ilyaしme　unite　qui　est　completement　parlante．
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み立て」（Gestell）と呼んだものが再び見いだされますが、以一ヒに喚起したことによ
って、これらの問題系がハイデガーのものだけではないこと、ずっと広い領域を
含むことが分かります。何ものか、想像界を理解しない限り理解できない何もの
かを守ることが問題なのです。
　ところであなたが間文化的ということによって理解するもの、アンリ・コルバン
が想像界によって示すもの、「サンボガ・カーヤ」（報身）、これら全ては事実、私
たちにウィリアム・ブレイクを理解させてくれるのであり、そうすれば〔それら
の間にある〕まったく雄弁な統一があることが分かるのです。
（翻訳　永井晋）
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